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Jap側

モ類は生活のあらゆる議題で糸を利用する。糸は呂約によって使い分けられ、それぞれの糸は刻々の

糸線より分泌される。各糸腺のタイプと数は、クモの穂、成長段階、燃によって、途いカT認められる。

ジ習 UウグモNephiladavata L. Koch は迭l~tî;のクよそで、集合線、機状線、瓶状線、管状線、ナシ:伏線、ブ

ドウ状腺の6穣類の糸腺を有する。鞭状腺は集合腺と混同されていたが、 Sekiguchi(1952)によって独立‘した加

の糸線マあることが確認、命名された。著者らはジョロウグよそにおいて各成長段階ごとの8種類の糸線の発達

の比較を路約とした経織学的な綴祭と SEMによる佼糸管の観察を行ってきたので、これまでに得られた知見に

ついて報fをするo
材料はジョロウグモの1鈴から成体まで、の各成長設潜の極体を後F脅した。 1齢、 2量舎は実験室内で喜怒化した

綴体を使用し、鯵化直後の領体を 1識者とし、 1図説皮をした{弱体を 2総とした。推定2齢から成体までは聖子外

で捕獲した纏体をと使尽した。成長段階は援総務の長さから護主主さした。

1)綴織学約観察

集合腺、鞭状腺、瓶状腺、管状腺などの大裁の糸腺はパラブイン迷統切片で観察を行った。固定はFAA悶定

液、切片は水平断衝でj事さ Sμm、ヘマトキシリンーエオシン二重染色::r行ったむ検鋭後、同一倍率で写災機彩、

同一サイズに引き伸ばし、各糸線の面積を求め、面積を集計して体積にf失事事し、比較を行った (Table1)。
卵畿のゆで生活する 1齢と 2齢の個体では引き糸を紡ぐ瓶状腺のみが存殺し、鎮の掠獲毒事に使用する{磁の線

は線認できなかった。このことから、このタよそが卵嚢から出るまでの栄養分を体内に蓄えられた物質守後潟、

または発生途中で死亡した極体あるいは発生が遅れている偲体を捕食することによって賄っていると怠われる。

裁状線は2齢の穏停において1裁の綴体よりも体積が減少しているが、これはクそが活発に行動したことによ

り、線内の分泌物を消費したためかもしれない。

事評議から出てまどいをする設踏になると、管状線を除く全ての糸線が穣認でき、すぐにでも独立生活ができ

る状態になっていた。瓶状腺の発達が特に著しいのは引き糸の使用蝋股が務しく高くなることを示している。

援定2議脅から確認できた粘主主fすきの横糸を紡ぐ集合線、鞭状線の発iおこは蒸しい変化は克られなかった。卵霊撃
を紡ぐ管状腺は推定7齢の個体までは線認、することができなかった。搬液成イ本ではあまり発達しておらず、成

熟した戒体で著しく発達していた。

2) SEMによる綴察

護軍状線と小裂の糸猿であるブドウ状娘、ナシ;沃援はSEMで糸主主表官立を欝慈した。 FAA箆定議でi劉定後、糸
主主付近を波識から切り離し、粘着テーヅで試科会に濁定し、会を蒸殺してSEMで観察を行い、糸戎ょの佼糸管

数を数え、 Seki草uchi(1955a， b)の終楽とも比較を行った (T油le2)。

瓶状腺の吐糸管の数は成体で減少するまで変動しなかった。この腺は体械においては大きな変動をし、 n:t糸
管の数の増加は必要としない線で、あることが分かる。ナシ状線、ブドウ状線の糸主主上の吐糸管は推定2鈴ぞ初

めて確認ぜきた。これらの腺は瓶状腺と異なり、数が重要な腺であることが考えられる。獲物を包む捕管を紡

ぐブドウ状線の数は大きく変動せず、このクよそ治宝餌の指獲の際に獲物に掛ける糸の雪量が{也のクモに比べかなり
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Table 1 Total volume (mm3) of the larg記事ilkgl総会 ofNephila claba飢

Growth st証g世 AmpuJlaceal Aggr巴gate Flagelliform Tubulifon註

gl設立ds gl亙註ds gl在nds gl喜nds

Instar 1 L08XI0-3 

Instar 2 O.63XI0-4 

Inst苫r21 3.06XI0-2 8.86XIO-3 2香60XlO-3‘

Instar 31 2.83XI0-2 2.88XlO-3 4.10XI0-3 

Instar 41 1.38XI0-1 4.08XlO-2 7.80XlO-3 

Inst呂r51 2.30XlO-1 4.92XlO-2 2.14XI0"2 

lnstar 61 1.59XIO-1 1.40Xlび1く 3.8号XlO-2

lnstar 71 3.30XlO-1 1.67XI0'1 3.91XlO-2 

S百b呂d自Itt G嚇38X10'1 4.30XI0ぺ 5.55XlO-2 

平 ? 

Ad百lt 告 ? ? 

、也 4. 92XI0-2< 6.80Xlび2く 3.10XI0“4( 1.03XI0-1 

lGrowth sta詰ewas estimated from the size of cephalothorax. 

Table 2 Number of spigots on spilllleret of Nephila d日bata(each side) . 

Ampullaceal glands Piliform gl在日ds Aciniform glands 
Growth stage 

Anter. Intermed. Anter. Intermed. Poster. 
sp1l1n. 3pl註n. sp1l1n. sp1l1n. sp1l1n. 

Instar 1 

In3tar 2 ? 

Instar 21 2 ? s 10 

Instar 31 2 12 10< 

In'star 41 2 2 25 

Instar 51 2 2 38 18く

Instar 61 2 ? 35< 

Instar 71 2 38く

Subadult合 2(2) ?(2) 93(113) ?(4) 21(22) 

♀ 2(2) 2(2) 1ll(117) ?(5) 42(36) 

Adult き 1(1) 1(1) 52 (52) 7(3) 19(16 ) 

♀ 7(1) ?(l) ?(184) ?( 6) ?(52) 

lGrowth stag日 wasestimated from the size of cephalothorax. 
Numbers in parentheses were cited from Sel勾uchi(1955a， b). 
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少なく、捕帯があまり重姿でないことと一致している。成体になった雄のこの腺の数が減少することは、燥が

互主体になると般の続へ居候し自分では鋒の議獲を行わないことと関連していると怠われる。続と樹木等の接務

部に存在する付着盤を紡ぐナシ状線の数は推定3齢以降で大きく増加し、これはクモのからだが大きくなり始

める段階と一致し、付穫量産が網の支持に重要であることを示している。

現在、まだ滋定が不十分であり、また標本の関定方法にも改良の余地がある。今後は観察にi議した画定方法
の確立と未浪1)定の段階の測定を行い、多数の良好な試料を作成することにより、各腺の発達段階をより厳密に

検討したい。
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